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　東日本大震災と原子力発電所事故から間もなく13年となります。葛尾村は、この震災と原発
事故の影響により全村避難を余儀なくされましたが、平成28年6月に一部地域を除き避難指示
が解除され、令和4年6月には帰還困難区域の内、特定復興再生拠点区域の避難指示が解除さ
れました。復興が進み、こうして「ふるさとかつらお」へ戻り、新しい時代の村づくりを進めるこ
とができますのも、これまでに全国の多くの皆様より賜りました多大なる心温まるご支援による
ものであり、厚く感謝申し上げます。また、未だ住み慣れた故郷を離れ、避難生活を余儀なくされ
ている村民の皆様のご苦労に対しまして、心よりお見舞い申し上げます。
　葛尾村は、昨年の4月に村制施行100周年の節目を迎えました。100年
の歴史は、大正・昭和・平成から令和へ、20世紀から21世紀へと変わり、
それぞれの時代の幾多の困難を乗り越え、この記念となる節目を迎えるこ
とができました。これまでそれぞれの時代を懸命な努力により創り上げて
こられた先人のご尽力や、村民の皆様をはじめ、多くの皆様に支えていただ
きましたことに、心より感謝申し上げます。

　震災後、村は、『葛尾村復興計画』を策定し、村内の生活環境整備や営農再開、企業
誘致等復旧・復興に取り組んできましたが、帰還率は3割に留まっており、また、全
国的な課題である少子高齢化など、まだまだ課題は山積している状況です。その
ような中、村は昨年、今後10年間の指針として「第五次葛尾村振興計画」を策定い
たしました。この計画により、「自然 人 温もりをむすぶ 結いのむら かつらお」を
村の将来像として、「自然と共生するむら」「支え合い・助け合うむら」など5つの基
本目標を定め、引き続き持続可能な村づくりを着実に推進して参る所存です。

 　現在、村内では産業団地の整備により、新たな特産品を目指すエビの養殖が始
まったほか、データセンターなどの立地も予定されています。また、大規模肥育素
牛生産施設や農業用倉庫・水稲育苗施設などの整備が進み、県道50号線沿いには
切れ目なく稲作が再開され、「ふるさとかつらお」の里山風景が戻りつつあります。
その風景を後ろに自転車公道ロードレース「ツール・ド・かつらお」、秋には大な
べや新そばを振る舞う「かつらお感謝祭」などが開催されています。葛尾村は今後
も国や県、関係機関の協力をいただきながら、引き続き村民のコミュニティの再

生や住民帰還の促進、村資源のPRを図りつつ、交流・関係人口の拡大、移住・定住の促進等、村の魅力的な発展を目指
して参りますので、皆様におかれましては、引き続きご理解とご協力の程、どうぞよろしくお願い申し上げます。

篠木　弘　村長

村制施行100周年記念公演　能「羽衣」より

村制施行100周年記念品のタオルと記念冊子「葛尾村の歩み」

葛尾村のイメージキャラクター
「しみちゃん」
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「ふくしまで働く」は福島県内外に避難されている皆様や福島で働きたいと
思っている方々に対して、就労、雇用の視点から福島県内外の支援策や求人
情報等を発信するために厚生労働省福島労働局が発行している広報紙です。

特
集

・葛尾村長からのメッセージ
・あゆみ　わが社の今
「F’s Factory 株式会社」

福島県雇用情勢（2023年12月）

有効求人倍率（受理地別）　1.35倍（全国17位）
　　　　　   （就業地別）　1.48倍（全国15位）

有効求人は、34,334人分の求人申込みがあります。福島県の雇用情勢は、引
き続き求人が求職を上回っております。
個別の求人は、全国のハローワーク、インターネットで検索ができます。
※有効求人倍率／ ハローワークで仕事を探す人1人に対し、何人分の求人があるかを示す指標。

1を上回っていれば、仕事を探す人より仕事の数が多いことになります。



ふくしま 12市町村移住支援センター

ふくしまの12市町村での暮らし考えてみませんか？
支援センターの役割

広域戦略等
●全国の移住に関心を持つ層への情報発信
●仕事や住まいの情報提供
●移住体験ツアー等の企画実施

移住支援等
●市町村、まちづくり会社、移住希望者の支援
●12市町村への移住希望者相談対応
●市町村との連携事業の実施

ノウハウ蓄積等
●ノウハウの蓄積及び共有
●全国の先進事例等の調査・分析

ふくしま12市町村移住ポータルサイト

ふくしま12市町村移住支援センターは、2021年7月1日に12市町村（田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村）への移住・定住を
促進するため、広域連携が効果的な事業や12市町村による移住施策の支援等を行うため福島県が設置しました。12市町村の移住・定住の促進に向けた課題を把握しその解決にあたります。

●「ふくしま 12で働く」のご案内
就職や起業に関するサポート

●メルマガ登録のご案内
移住に関する最新情報をお届け中！

●支援制度のご案内
交通費等補助金など各種支援金

●お問い合わせ先
ふくしま 12 市町村への移住を考え
られている方に
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　 震 災 前 に 双 葉 郡
で事業を行っていた

アイシーエレクトロニクス（大熊町）
キャニオンワークス（浪江町）東北エ
ンタープライズ（富岡町）の3社が力
を合わせ、双葉郡にものづくりの会社
を作ろうと2021年3月にＦ’s Ｆａｃｔｏｒｙ
を設立しました。
　そして2023年7月に大熊町に新し
い工場がオープンし、今後地域の雇用
創出に繋がることを期待しています。

　2023年12月現在、スタッフ8名（パート含む）。
　工場は製造エリア1,200㎡、倉庫エリア1,000㎡のスペースを備えています。

　縫製室には最大12m長を裁断可能な延反機や裁断機、さまざまなミシンを備え多種多様な製品の製造を可能としています。溶着室には高周波溶
着機や超音波溶着機などの設備を設置。金属加工室にはマシニングセンタおよびターニングセンタを揃え、様々なパーツ加工を実施しています。
　今後も幅広いニーズに対応できるよう設備の導入を検討しています。
　休憩室も広く、従業員のコミュニケーションの場として使用されています。

　双葉郡は東日本大震災後、避難指示により多くの住民が避難をすること
になりました。徐々に避難指示が解除となりましたが、まだ多くの方々が戻っ
ていないのが現状です。双葉郡ならびに大熊町に会社・工場を立ち上げ、雇

用を促進することで少しでもこの地に人々が戻ってきてくれればと思っています。
　現在当社では元大熊町民や県外からの移住者も加わり少しずつ活気を見せてきています。

　製造・総務・営業のスタッフを募集しています。
　特に製造スタッフはこれからの生産拡大を行う上で多くの人材を必要と
しています。

　未経験者でも安心して就労いただける作業です。就労を検討している方には随時見学の
対応を行っております。お気軽にご連絡ください。

あゆみ　わが社の今

F’s Factory 株式会社

求職者支援制度を利用して働きながらステップアップしませんか!!

★福島県内での訓練メニュー
●パソコン基礎科 ●医療事務科
●パソコン応用科 ●経理事務科
●DTP-Webデザイン科 ●農業技術習得科  等

厚生労働省福島労働局・ハローワーク

県内の訓練全般の
ことはこちらから

LINEを始めました！

@052pxowl

ハローワーク相双がハローワーク相双が

就
職
活
動
に
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つ
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都府県 名　　　称 住　　　所 TEL

宮城県 ハローワーク仙台 仙台市宮城野区榴岡4ー2ー3　仙台ＭＴビル5F 022（299）8820

山形県 ハローワーク山形 山形市桧町2ー6ー13 023（684）1521

埼玉県 ハローワーク行田 行田市長野943 048（556）3151

東京都 ハローワーク飯田橋　地方就職支援コーナー 千代田区有楽町2ー10ー1　東京交通会館8F 03（5288）6115

新潟県 ハローワーク新潟　ときめきしごと館 新潟市中央区弁天2ー2ー18　新潟KSビル1F 025（240）4510

大阪府 ハローワークプラザ難波 大阪市中央区難波2ー2ー3　御堂筋グランドビル4F 06（6214）9200

「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク

＜「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク連絡先＞

【事業所紹介】
所 在 地：福島県双葉郡大熊町
事業内容： 縫製事業、溶着事業、金属加工事業

会社の紹介

職場環境

大熊町で
働く意義

スタッフ
の 募 集

縫製室

休憩所

金属加工室
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